
橋梁長寿命化修繕計画策定業務仕様書

平成30年度橋梁長寿命化修繕計画策定業務

三才山トンネル有料道路管理事務所他４

【目的】
・長野県道路公社が管理する橋梁の長寿命化修繕計画策定を行う。
・これまでの管理の実態や課題を踏まえ、橋梁の長寿命化に向けた方針や取組みの
　検討・整理を行う。

【条件】
・長寿命化修繕計画策定橋梁数　　10橋（橋梁リスト参照）
・学識経験者への意見聴収は今回業務では計画していない。

【業務項目・概要】
１ 計画準備
・業務の目的等を理解し、業務計画書を作成する。

２ 資料収集・整理
・点検・診断結果や修繕計画等の資料、データを収集・整理する。主な収集する資料を
　以下に示す。
(1)橋梁諸元等の基本情報
(2)最新の点検・診断結果
(3)過年度の修繕計画
(4)これまでの修繕実績
(5)その他関連資料

３ 長寿命化修繕計画の策定
(1)現状分析及び管理方針の検討
　対象橋梁の点検結果等を適用し、損傷状況や特性に関する分析・整理を行う。
分析・整理結果を踏まえ、今後の維持管理の管理方針や管理水準を検討し、
管理者の実情を考慮した予防保全などの取り組み方針を策定する。
(2)状況把握、健全度評価の検証
　最新の定期点検等の点検・診断結果について、道路の維持修繕に関する省令・告示に
基づく4段階の判定区分による健全度評価の検証を行う。
(3)劣化予測等の検討・設定
　劣化予測、ライフサイクルコスト分析・検討を実施する。検討では長野県の橋梁長寿命化
修繕計画の内容に留意して分析・検討する。
(4)対策工法等の検討・設定
　長寿命化修繕計画の策定に用いる工法・単価等について検討し、適切な工法・単価等を
設定する。設定にあたっては長野県の橋梁長寿命化修繕計画の内容に留意する。
(5)将来推計
　長期化計画に適用する耐用年数等の条件を設定し、将来の維持管理、更新等のコストに
ついて、幾つかのシナリオを比較検討の上、推計を行う。
(6)点検・修繕計画の策定
　長寿命化修繕計画として、点検計画及び修繕計画を策定する。計画期間は、法定点検
2巡目の最終年度に当たる平成35年までとする。

４ 公表用資料等の作成
　策定した長寿命化計画等の公表に必要な資料等を作成する。

５ 報告書の作成（提出部数は紙と電子データをそれぞれ３部）
　業務内容について、報告書に取りまとめる。

６ 打合せ協議
　打合せは業務着手時、中間2回、納品時とする。


